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業評価結果の分析とともに、毎年、より高い教育効果をめざした工夫や改善案を検討・展

開している【資料 B-1-3 純真学専門部会 総括】。 
 
 
（ ） － の改善・向上方策（将来計画）

令和 4 (2022)年度に本学の教育課程が改正され、『純真学』は「純真学入門」に相当する

「純真学Ⅰ」、「ボランティア」と「国際交流」、更に「総合純真学」に相当する「純真学Ⅱ」

の 4 科目に再構成された。「自己発見から自己実現へ」をテーマに、令和 6 (2024)年度開講

予定の「純真学Ⅱ」について「自己探究」を促す企画の検討を行っていく。 

［基準 の自己評価］

『純真学』科目開講以降、継続した授業評価の結果から、学生は建学の精神と大学で学

ぶ意味を理解していることが分かり、自校教育としての科目の役割を十分に果たしている。

特に、入学直後に開講する「純真学入門」は、個々の学修目標や志を具現化する科目とし

て適切な時期に開講しており、初年次の学修支援科目としても評価できる。更に、各科目

の中で設けた教養やボランティア活動に触れる機会は、各学科で目指す職業観の育成につ

ながっている。一連の純真学科目の最終目標である「人間力」の育成については、新カリ

キュラムにおいてもどのような指標によって評価可能かを引き続き検討する必要があるも

のの、「自己発見から自己実現へ」をテーマに再構成する純真学科目の学修は、多職種連携

教育科目やキャリア形成教育科目とともに建学の精神を体現した医療人の養成に寄与する

ものと期待できる。
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Ⅴ．特記事項

．国際交流

本学では、国際交流事業を担う中心組織として国際交流推進委員会を設け、海外の大学

の教育研究諸機関との提携や交流協定の締結を通じて純真学園大学の国際交流を積極的に

進めるとともに、現職教員を含む短期研修生の派遣や受入れを行うことにより、医療教育

と研究実践の向上や人材の育成に努めている。 
令和 4(2022)年度までに大韓民国 5 校、台湾 1 校、中華人民共和国 2 校、アメリカ合衆

国（ハワイ）1 校、オーストラリア 1 校、及びベトナム 1 校の各大学と MOU を締結して

おり、本学学生の短期海外研修を行うとともに、相手国の短期研修生の受入れを行ってい

る。 
令和 4(2022)年度の国際交流については、Covid-19 の流行が継続していたため、小規模

の国際交流として以下の内容を実施した。 
 
【春海保健大学校（大韓民国）との国際交流】 
① 令和 4(2022)年 8 月 16 日～8 月 19 日、釜山（大韓民国）における教職員の交流 
② 令和 4(2022)年 11 月 4 日、本学における教職員の交流 
③ 令和 5(2023)年 1 月、本学における教員及び学生との交流 
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